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2023 年３月期（第 99 期）通期連結業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

当社は、2022 年 10 月４日開催の取締役会において、「当社株主に帰属する当期純利益」に関する通期 

連結業績予想及び１株当たり配当予想について、以下のとおり修正することを決議しましたので、  

お知らせいたします。 

 

１. 当期の連結業績予想数値の修正（2022年４月 1日～2023年３月 31日） 

  当社株主に帰属する当期純利益 １株当たり 

連結当期純利益   第２四半期計 通期計 

前回発表予想（A）   7,000 億円 476.33 円 

今回修正予想（B）   8,000 億円 545.59 円 

増減額（B － A）   1,000 億円 69.26 円 

増減率（ ％ ）   ＋14.3%   

（参考）前期連結実績（2022年３月期） 5,006 億円 8,203 億円 552.86 円 

 

２. 配当予想の修正 

  年間配当金 

  第２四半期末 期末 合計 

前回予想 65.00 円 65.00 円 130.00 円 

今回修正予想 65.00 円 75.00 円 140.00 円 

当期実績（2023年３月期）       

前期実績（2022年３月期） 47.00 円 63.00 円 110.00 円 

 

３. 通期連結業績予想及び配当予想の修正の理由 

引続き基礎収益が順調に積み上がっている状況等を踏まえ、2022 年度（2022 年４月１日～2023 年  

３月 31 日）の通期連結業績予想を上記のとおり上方修正いたします。また、１株当たり配当額を  

130 円から 10円増額となる 140円にすると共に下限保証いたします。 

 

以 上 
（見通しに関する注意事項） 

本資料に記載されているデータや将来予測は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づくもので、種々の要因により影響を
受けることがありますので、実際の業績は見通しから大きく異なる可能性があります。従って、これらの将来予測に関する記述に全面

的に依拠することは差し控えるようお願いいたします。また、当社は新しい情報、将来の出来事等に基づきこれらの将来予測を更新  

する義務を負うものではありません。 
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2022年度 年間見通し

 基礎収益の着実な伸長を踏まえ、2022年度年間見通しを7,000億円から8,000億円に上方修正

当社株主帰属当期純利益

4,000億円に向けた
収益基盤の構築

5,000億円の
足場固め

期初計画
7,000

（億円）

（年度）

修正見通し
8,000

：基礎収益（億円）

：連結純利益（億円）

BND 2017 BND 2020 2020年度
経営計画 BND 2023

8,000億円の
収益ステージ
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 市場環境・キャッシュアロケーションの状況を踏まえ、350億円の自己株式取得を決定
(総還元性向:期初計画27%⇒追加還元後30%)

 1株当たり配当金は前期比30円増額の140円/株下限に増配
(期初見通し比+10円、総額約+150億円)

 ステップアップ下限配当の実施と2023年度までに配当性向30%をコミット
(「Brand-new Deal 2023 新配当方針」を継続)

2022年度 配当金

自己株式取得

2022年度 配当金・自己株式取得

ステップアップ
下限配当

（累進配当継続）

2023年度までに
配当性向30%
コミットメント

1株当たり配当金（円）

+

（年度）
自己株式取得額

(億円）
7年連続、継続的に自己株式取得を実行(予定)

機動的・継続的な
自己株式取得

162 279 680 620 135 600

９期連続増配

350*

 年間見通し上方修正+1,000億円の半分を株主還元に配分
(配当+150億円、自己株式取得+350億円)

*10/4決議分
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